
雇用拡大・地域活性に期待

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
総
論
・
バ
イ
オ
マ
ス

　
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
、
地
熱
、
風
力
、
太
陽
光
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
環
境
関

連
産
業
振
興
な
ど
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
２
０
１
２
年
７
月
１

日
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
つ
く
っ
た
電
気
の
買
い
取
り
を
義
務
づ
け
る
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
設
備
認
定
を
受

け
て
発
電
に
新
規
参
入
す
る
事
業
者
や
、
既
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を
実

施
し
て
い
て
今
回
適
用
認
定
を
受
け
る
事
業
者
の
動
き
な
ど
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
に
追

っ
た
。

総
論

　
世
界
規
模
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
利
用

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。
日
本
で
は
積

極
利
用
に
向
け
た
新
た
な
法

律
が
１
年
前
に
誕
生
し
た
。

第
１
７
７
通
常
国
会
で

年

８
月

日
に
成
立
し
た
「
電

気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
だ
。

こ
の
法
律
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
源

太
陽
光
、
風

力
、
水
力

３
万

未
満

の
発
電
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス

で
発
電
し
た
電
気
の
全

て
を
、
一
定
の
価
格
・
期
間

で
電
力
会
社
に
買
い
取
り
を

義
務
づ
け
る
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
を
導
入
す
る
た
め

の
も
の
。

　
買
い
取
り
価
格
や
買
い
取

り
期
間
は
、
中
立
的
な
第
三

者
に
よ
る
委
員
会
「
調
達
価

格
等
算
定
委
員
会
」

植
田

和
弘
委
員
長

京
都
大
学
大

学
院
教
授

の
意
見
に
基
づ

き
、
枝
野
幸
男
経
済
産
業
相

が
定
め
た
。
買

い
取
り
価
格
や

買
い
取
り
期
間

は
、
設
置
コ
ス

ト
な
ど
の
実
態

に
合
っ
た
も
の

に
な
る
よ
う
に

毎
年
度
見
直

す
。

　
同
特
別
措
置

法
で
は
施
行
後

３
年
間
は
利
潤

に
特
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る

と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め

新
規
参
入
者
を

増
や
す
た
め
に

も
、
あ
る
程
度

高
め
に
設
定
さ

れ
た
。

　
ま
た
同
算
定

委
員
会
で
「
こ
の
制
度
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
進
む

と
国
民
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
一
方
で
環
境
対

策
や
産
業
創
出
、
雇
用
拡

大
、
地
域
活
性
化
な
ど
、
社

会
的
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
」

と
の
意
見
が
出
て
お
り
、
可

能
性
を
持
っ
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
は
小
さ

く
な
い
。

　
既
に
７
月
１
日
の
ス
タ
ー

ト
に
照
準
を
あ
て
た
企
業
に

よ
る
発
電
所
の
建
設
と
運
営

の
計
画
が
相
次
い
で
公
表
さ

れ
て
い
る
。
会
社
定
款
を
変

更
し
、
発
電
や
電
力
の
販
売

を
加
え
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
新
た
な
「
本
業
」
と

す
る
動
き
も
あ
る
。

　
一
方
、
７
月
１
日
時
点
で

既
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
発
電
し
て
い
た
発
電
設
備

の
場
合
、
今
年

月
１
日
ま

で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

に
該
当
す
る
認
定
の
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
こ

う
し
た
既
存
事
業
者
の
申
請

が
活
発
化
す
る
と
み
ら
れ

る
。

買い取り制度でビジネス活発

年度の買い取り価格と買い取り期間
分　野 区　　分 期間

以上
未満
未満（ダブル発電）
以上
未満

１万 以上
１万 未満

以上３万 未満
以上 未満
未満

メタン発酵ガス化発電
未利用木材燃焼発電　※１
一般木材など燃焼発電　※２
廃棄物 木質以外 燃焼発電　※３
リサイクル木材燃焼発電　※４

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

年
年
年

太 陽 光

風 力

地 熱

中小水力

バ イ オ
マ ス

一律
年

一律
年

一律
年

一律
年

１ ｈ当たり
価格 税込み

※１　間伐材や主伐材で、未利用であることが確認できたもの
※２　未利用木材およびリサイクル木材以外の木材 製材端材や輸

入木材 ならびにパーム椰子殻、稲わら・もみ殻
※３　一般廃棄物、下水汚泥、食品廃棄物など
※４　建設廃材

バ
イ
オ
マ
ス
　
　

資源循環モデル軌道に

混
焼
発
電
の
価
格
国
と
協
議

グ
リ
ー
ン
発
電
会
津
は

日
に
山
林
未
利
用
材
の
木
質

チ
ッ
プ
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
稼
働
さ
せ
た

木
材
会
館
で

日
に
設
立
総
会
を

開
い
た
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
推
進
協
議
会
」

設
備
認
定
を
検
討

環境リサイクルエネルギーが設備認定申請中のバ
イオマス発電所「豪力」

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 　　

　
日
本
バ
イ
オ
マ
ス
開
発

川
崎
市
麻
生
区

の
事
業

関
連
会
社
で
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
に
取
り
組
む
「
や
ま

が
た
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」

山
形
県
村
山
市

は
、
ア

ッ
プ
ド
ラ
フ
ト
式
ガ
ス
化
炉

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
を
行
っ

て
い
る
。
設
備
容
量
は
定
格

出
力
で
２
０
０
０

、
年

間
発
電
量
は
約
１
２
０
０
万

時
で
、
発
電
し
た
電
気

は
東
北
電
力
向
け
に
販
売
し

て
い
る
。
今
回
の
買
い
取
り

制
度
に
つ
い
て
は
「
既
存
発

電
設
備
の
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
に
お
け
る
設
備
認
定

を
受
け
て
参
入
す
る
か
ど
う

か
、
検
討
中
」
だ
。
も
と
も

と
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」

Ｒ
Ｐ

Ｓ
法

で
、
や
ま
が
た
グ
リ

ー
ン
パ
ワ
ー
の
よ
う
に
国
の

設
備
認
定

Ｒ
Ｐ
Ｓ
認
定

済
み
事
業
者
の
場
合
、
事
業

継
続
の
可
否
、
参
入
表
明
の

猶
予
期
限
が

月
１
日
ま
で

延
長
さ
れ
た
こ
と
も
背
景
に

あ
る
。

　
加
え
て
、
や
ま
が
た
グ
リ

ー
ン
パ
ワ
ー
で
は

年
７
月

か
ら
震
災
復
興
支
援
の
た

め
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら

の
倒
木
や
家
屋
材
由
来
の
木

質
チ
ッ
プ
を
同
じ
グ
ル
ー
プ

会
社
の
山
形
グ
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル

山
形
県
村
山
市

を
通
し
て
受
け
入
れ
、
地
元

の
間
伐
材
や
剪
定
枝
な
ど
と

せ
ん
て
い

混
焼
し
て
発
電
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
５
段
階
に
分
け

て
設
定
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
買
い
取
り
価
格
の
ど

れ
に
も
該
当
し
な
い
。
混
燃

で
あ
っ
て
も
、
燃
料
と
し
て

使
う
バ
イ
オ
マ
ス
の
比
率
で

買
い
取
り
価
格
を
ど
う
す
る

か
国
と
調
整
中
だ
。

　
オ
リ
ッ
ク
ス
の
完
全
子
会

社
で
あ
る
吾
妻
バ
イ
オ
パ
ワ

ー

群
馬
県
東
吾
妻
町

も

同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。

木
質
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
「
吾

妻
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
」
で
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
よ

る
汽
力
発
電
方
式
で
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
を
実
施
し
て
い

る
。
発
電
規
模
は
１
万
３
６

０
０

、
年
間
の
送
電
量

は
８
５
０
０
万

時
。
発

電
し
た
電
力
の
売
り
先
は
全

量
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、

オ
リ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
を
中

心
と
し
た
特
定
規
模
電
気
事

業
者

Ｐ
Ｐ
Ｓ

向
け
に
販

売
し
て
い
る
。
今
回
、
既
存

発
電
設
備
の
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
に
お
け
る
設
備
認

定
を
受
け
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
「
事
業
の
採
算
性
を
含

め
て
検
討
中
」

オ
リ
ッ
ク

ス
グ
ル
ー
プ
広
報
部

だ
。

　
と
い
う
の
も
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
買
い
取
り
価
格
は

発
電
す
る
た
め
の
原
料
の
違

い
に
よ
っ
て

・

円
か
ら

・

円
ま
で
５
段
階
の
幅

が
あ
る
。
吾
妻
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
で
は
原
料
の
木

質
チ
ッ
プ
を
外
部
か
ら
購
入

し
て
発
電
し
て
い
る
。
購
入

し
た
木
質
チ
ッ
プ
は
一
般
木

材
や
剪
定
枝
な
ど
と
混
焼
し

て
い
る
た
め
、
買
い
取
り
価

格
の
原
料
設
定
通
り
に
選
別

さ
れ
、
納
入
さ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
だ
。
そ
の
た
め

「
国
側
と
の
交
渉
、
調
整
が

必
要
で
現
在
進
行
形
で
進
め

て
い
る
」
同
。
買
い
取
り

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い

っ
て
も
、
既
に
電
気
の
売
り

先
や
販
売
期
間
も
契
約
で
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
売
り
先

を
Ｐ
Ｐ
Ｓ
以
外
に
全
て
切
り

替
え
る
と
い
う
わ
け
に
も
い

か
な
い
の
が
実
情
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
携
わ
る

林
産
業
関
係
者
約

団
体
・

個
人
が
集
ま
り
、
戦
略
的
に

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
と
森
林
関
連
事
業

促
進
を
目
指
す
団
体
「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
推
進
協
議
会
」
が
７
月

日
に
設
立
さ
れ
た
。
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
に
対
す
る

適
切
な
対
応
策
を
検
討
す
る

他
、
国
に
対
し
て
提
言
や
提

案
を
行
う
。
同
推
進
協
議
会

会
長
の
熊
崎
実
日
本
木
質
ペ

レ
ッ
ト
協
会
会
長
は
「
木
質

チ
ッ
プ
の
本
格
的
な
国
の
助

成
政
策
が
で
き
た
こ
と
は
日

本
で
も
や
っ
と
欧
州
並
み
に

木
質
チ
ッ
プ
が
使
わ
れ
る
契

機
と
な
る
」
と
期
待
を
寄
せ

る
。
た
だ
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

大
本
命
は
熱
利
用
に
あ
る
と

も
指
摘
す
る
。
「
排
熱
を
使

っ
て
冷
暖
房
用
に
活
用
す
る

熱
電
併
給
を
広
め
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
、
今
後
の
日
本
の

森
林
資
源
活
用
に
お
い
て
は

重
要
だ
」

熊
崎
会
長

。

　
森
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
る

樹
木
の
カ
ス
ケ
ー
ド

多
段

階

利
用
を
進
め
、
資
源
を

無
駄
な
く
利
用
し
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
急
が
れ
る
。

　
グ
リ
ー
ン
・
サ
ー
マ
ル

東
京
都
港
区

が
設
立
し

た
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津

福

島
県
会
津
若
松
市

は
、
７

月

日
に
山
林
未
利
用
材
を

燃
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
稼
働
さ
せ
た
。
年
間

６
万

原
木
換
算
で
約

万
立
方

の
木
質
チ
ッ
プ

を
使
い
、
送
電
出
力
５
０
０

０

を
生
み
出
す
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
に
基
づ
い

た
、
未
利
用
材
を
活
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

の
認
定
第
一
号
だ
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設

備
は
、
循
環
流
動
層
ボ
イ
ラ

を
使
い
、
燃
料
加
工
設
備
や

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
燃
料
乾
燥

設
備
、
発
電
機
な
ど
を
設
置

し
て
い
る
。
使
用
す
る
燃
料

は
近
隣
の
山
々
か
ら
間
伐
材

な
ど
山
林
の
未
利
用
材
を
下

ろ
し
て
、
含
水
率
が

％
に

な
る
ま
で
乾
燥
さ
せ
使
用
す

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

に
基
づ
き
売
電
し
て
得
ら
れ

る
利
益
は
、
山
林
の
整
備
費

用
と
し
て
も
活
用
。
未
利
用

材
を
取
り
出
し
た
山
林
で
の

植
林
活
動
や
森
林
整
備
を
進

め
る
。
こ
れ
は
雇
用
の
創
出

も
生
み
、
結
果
と
し
て
恒
久

的
な
資
源
循
環
を
達
成
で
き

る
。
グ
リ
ー
ン
・
サ
ー
マ
ル

で
は
、
こ
れ
を
「
会
津
モ
デ

ル
」
と
位
置
づ
け
、
山
林
未

利
用
材
を
燃
料
と
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
を
国
内
に
普

及
さ
せ
て
い
く
構
え
だ
。
誘

致
し
た
会
津
若
松
市
と
し
て

も
こ
の
会
津
モ
デ
ル
の
成
功

を
全
力
で
支
援
し
て
い
く
。

　
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー

長
崎
県
佐
世
保
市

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

豪
力
を
８
月
か
ら
稼
働
さ

せ
る
予
定
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
機
に

設
備
認
定
を
申
請
中
で
、
買

い
取
り
制
度
を
活
用
し
た
発

電
事
業
に
新
規
参
入
す
る
。

早
け
れ
ば
９
月
に
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
の
対
象
と
な

る
発
電
事
業
者

電
力
会
社

に
売
電
す
る
事
業
者

と
し

て
認
定
を
受
け
る
予
定
だ
。

　
豪
力
の
一
日
の
発
電
量
は

２
７
５
０

。
こ
れ
は
家

庭
で
使
用
す
る
電
気
量
約
５

０
０
０
世
帯
分
に
相
当
す

る
。
発
電
所
内
で
一
日
当
た

り
約
６
０
０

を
消
費

し
、
残
り
の
同
２
１
５
０

を
九
州
電
力
に
売
電
す

る
。
国
か
ら
の
認
定
を
受
け

る
ま
で
は
所
内
の
電
力
を
カ

バ
ー
し
、
９
月
以
降
の
年
間

送
電
量
は
約
１
５
４
８
万

時
に
な
る
見
込
み
だ
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
あ
る
敷
地
面

積
は
６
万
平
方

の
広
さ

が
あ
り
、
建
設
副
産
物
資
源

化
施
設

粗
選
別
・
破
砕
・

手
選
別
・
機
械
選
別

と
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
施
設

し
尿
・
下
水
汚
泥
・
食
品

残
さ
な
ど

、
焼
却
お
よ
び

発
電
施
設

ス
ト
ー
カ
炉
・

ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
方
式

を
有
す
る
。
廃
棄
物
処
理
料

金
と
電
力
の
売
却
で
得
ら
れ

る
収
入
は
年
間
約

億
円

６
月
末
時
点
、
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
導
入
前
の
買

い
取
り
価
格
で
算
出

。
た

だ
、
収
益
に
つ
い
て
は
開
始

か
ら
２
年
間
は
、
か
な
り
厳

し
い
と
み
て
い
る
。

　
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
今
回
、
参
入
し
た
狙

い
は
、
収
入
増
と
な
る
点
に

あ
る
。
通
常
の
買
い
取
り
価

格
で
は
１

時
当
た
り
５

―
６
円
程
度
で
年
間
５
０
０

０
万
円
だ
が
９
月
以
降
に
買

い
取
り
制
度
で
認
定
さ
れ
れ

ば
「
バ
イ
オ
マ
ス
の
燃
料
比

率
に
も
よ
る
が
、
従
来
比
約

３
倍
の
１
億
５
０
０
０
万
円

の
収
入
が
見
込
め
る
」
と
、

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
総

括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る

小
原
浩
巳
県
北
衛
生
社
取
締

役
は
期
待
を
寄
せ
る
。

　
同
社
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
２

年
後
を
め
ど
に
、
廃
棄
物
焼

却
の
余
熱
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
栽
培
の
温
度
調
節
に
活
用

し
た
水
耕
栽
培
実
証
プ
ラ
ン

ト
を
建
設
す
る
計
画
も
あ

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
か
ら

事
業
拡
大
へ
と
可
能
性
の
広

が
り
を
み
せ
る
。


